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依存財源

26億8,327万6千円 73.5％

自主財源

９億6,616万4千円 26.5％

歳入

36億4，944万円

歳出

33億7，934万７千円

歳入は前年度(平成14年

度)と比べると２億3,673

万２千円(6.1％)の減少と

なっています。各項目別

では、町民の皆さんに納

めていただいた町税は、

４億1,979万８千円で歳入

全体の11.5％となり、前

年度に比べると1,509万８

千円の減収となっていま

す。そのほか主なものは、

地方交付税が17億1,779万

９千円で全体の約半分を

占めています。また、国・

県支出金が４億988万６千

円、町の借入金は４億8

54万円で全体の11.2％

となっています。

歳出は前年度と比べて、

１億1,805万４千円(3.4％)

の減少となりました。目

的別にみてみると、町債

に対する返還金である公

債費は、８億4,411万２千

円で25.0％を占めていま

す。次に民生費の６億6,2

04万４千円で19.6％を占

めています。

歳入歳出差引額は、２

億7,009万３千円であり、

平成16年度に繰り越すべ

き財源2,100万９千円を除

いた２億4,908万４千円が

実質の黒字となりました。

決

算

報

告

平
成
十
五
年
度
勝
浦
町
普
通
会
計

交通安全対策特別交付金

99万9千円 ０％

地方特例交付金
1，384万2千円 0.4％

歳入
36億4,944万円

諸収入
6，852万5千円 1.9％

分担金及び負担金
1，478万3千円 0.4％

使 用 料
6，387万9千円 1.7％

地方消費税交付金
5，100万6千円 1.4％

自動車取得税交付金
1,993万円 0.5％

町債

4億854万
11.2％

県支出金

2億8，767万6千円

7.9％

国庫支出金

1億2，221万
3.3％

地方交付税

17億1，779万9千円

47.1％

利子割交付金
637万9千円 0.2％

町税

4億1，979万8千円

11．5％

手 数 料 590万1千円 0.2％

財産収入 29万5千円 ０％

寄 附 金 36万円 ０％

繰 入 金 385万2千円 0.1％

地方譲与税
5，489万5千円 1.5％

歳出
33億7,934万7千円

民生費
6億6，204万4千円

19.6％

公債費

8億4，411万2千円

25.0％

総務費

5億216万6千円

14．8％

農林水産業費
4億1，959万1千円

12.4％

土木費
1億8，282万1千円

5.4％
商工費

1，282万2千円
0.4％

消防費

4，145万9千円 1.2％

教育費

2億4，295万3千円 7.2％

労働諸費

56万7千円 ０％

衛生費

3億5，349万2千円 10.5％

議会費

6，119万8千円 1.8％

災害復旧費

5，612万2千円 1.7％

繰越金
3億8，877万1千円

10.7％
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区 分
平成15年度
決算額（千円）

平成14年度
決算額（千円）

前 年 度
対比 ％

町 税 419,798 434,896 －3.5

分担金及び負担金 14,783 31,202 －52.6

使 用 料 63,879 61,296 4.2

手 数 料 5,901 6,125 －3.7

財 産 収 入 295 452 －34.7

寄 附 金 360 350 2.9

繰 入 金 3,852 3,726 3.4

繰 越 金 388,771 346,737 12.1

諸 収 入 68,525 62,799 9.1

地 方 譲 与 税 54,895 55,881 －1.8

利 子 割 交 付 金 6,379 9,694 －34.2

地方消費税交付金 51,006 49,236 3.6

自動車取得税交付金 19,930 20,687 －3.7

地方特 例交 付金 13,842 14,273 －3.0

交通安全対策特別交付金 999 933 7.1

地 方 交 付 税 1,717,799 1,895,267 －9.4

国 庫 支 出 金 122,210 130,443 －6.3

県 支 出 金 287,676 335,959 －14.4

町 債 408,540 426,216 －4.1

合 計 3,649,440 3,886,172 －6.1

平成15年度 歳入決算額

３

町民１人当

たりに入っ

てきたお金

545，751円

町民１人当

たりに使わ

れたお金

505，360円

一
人
当
た
り
は
平
成
十
六
年
三
月
三
十

一
日
現
在
の
人
口（
六
千
六
百
八
十
七
人
）

区 分
平成15年度
決算額（千円）

平成14年度
決算額（千円）

前年度対比
％

議 会 費 61,198 69,023 －11.3

総 務 費 502,166 492,491 2.0

民 生 費 662,044 622,309 6.4

衛 生 費 353,492 285,500 23.8

労 働 諸 費 567 578 －1.9

農林水産業費 419,591 414,689 1.2

商 工 費 12,822 12,758 0.5

土 木 費 182,821 369,100 －50.5

消 防 費 41,459 64,094 －35.3

教 育 費 242,953 247,492 －1.8

災害復旧費 56,122 81,728 －31.3

公 債 費 844,112 837,639 0.8

合 計 3,379,347 3,497,401 －3.4

平成15年度 目的別歳出決算額

勝浦町の
台所事情

勝浦町の財政状況

をわかりやすくする

ために、町の決算を

家計に例えてみまし

た。

町税などの自主財

源を年収400万円（月

収33万３千３百円）

とします。

１か月の支出126万

４千円を賄うのに、

月収に親などからの

支援を加えてもなお

不足する額14万１千

５百円をローンに頼

らざるを得ない状況

となっています。

収 入

平成16年度一般会計決算額（千円） 家計に例えた場合（円）

町税などの自主財源 962,312 月収（給料など） 333,300

国・県支出金など 2,274,736 親などからの支援 787,900

基金繰入金など 3,852 預貯金取り崩し 1,300

町債などの借入金 408,540 ローンなどで賄っている額 141,500

収 入 計 3,649,440 収 入 計 1,264,000

支 出

平成16年度一般会計決算額（千円） 家計に例えた場合（円）

公 債 費 844,112 ロ ー ン の 返 済 315,700

人 件 費 775,549 食 費 290,100

扶 助 費 129,940 家族の医療費など 48,600

繰 出 金 281,156 生計を別にしている家族への仕送 105,200

投資的経費・維持補修費 488,813 自宅の増改築・修繕費 182,800

補助費等・投資及び出資金・貸付金 320,191 友人への援助金など 119,800

積 立 金 150,759 預 貯 金 56,400

物 件 費 な ど 388,827 光 熱 費 な ど 145,400

支 出 計 3,379,347 支 出 計 1,264,000
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４

小松島市・勝浦町合併協議会発足

昨年末、小松島市および勝浦町の両議会において

法定の合併協議会設置議案が可決されたことから、

新年早々の１月５日 に「小松島市･勝浦町合併協

議会」の設立式と第１回会議が開催されました。

その後、１月14日 に小松島市ミリカホールにお

いて第２回会議が、１月31日 に勝浦町住民福祉セ

ンターにおいて第３回会議が開催されました。

続いて、２月８日 には第４回会議が小松島市ミ

リカホールにおいて予定されており、この会議で、

予定されている協定項目（表１）についての協議が

ほぼ終了します。

協定項目の協議と並行して新市建設計画とそれに

伴う財政計画も審議されていますが、それらの計画

がおおむねでき上がった段階で住民説明会を開催するなど町民の皆さんにお知らせし、住民アンケートを実施

する予定です。

町を大きく変える重要な事業ですので、住民説明会などへの積極的なご参加をお願いします。

また、２月８日 には、小松島市ミリカホールにおいて第４回法定協議会が開催される予定ですので、ぜひ

傍聴にお越しください。

第１回法定協議会 第２回法定協議会 第３回法定協議会 第４回法定協議会

１月５日

勝浦町住民福祉センター

１月14日

小松島市ミリカホール

１月31日

勝浦町住民福祉センター

２月８日 予定

小松島市ミリカホール

（協定項目・協議）

新市建設計画（案） 新市建設計画（案）

○合併の方式

○合併の期日

○新市の名称

○新市の事務所の

位置

４項目

１ 勝浦町の基金の取り

扱い（基金のみ）

４ 安全環境整備（消防）

８ 行政情報網の整備充

実（ＣＡＴＶ）

○農業委員会の委員の定数

および任期の取り扱い

○町名・字名の取り扱い

○慣行の取り扱い

行政区の取り扱い

姉妹市・町の取り扱い

広報・広聴関係事業の取

り扱い

指定金融機関の取り扱い

消防団の取り扱い

防災関係事業の取り扱い

都市計画・開発事業の取

り扱い

公営住宅の取り扱い

14項目

２ 組織（地域審議会・組織）

３ 保健・医療・福祉

（勝浦病院の存続）

６ 道路交通基盤の整備

（県道２車線化・市道認定・市バス）

７ 生活環境基盤整備（ごみ焼却）

○財産の取り扱い

○一般職の職員の身分の取り扱い

○特別職の身分の取り扱い

○条例・規則等の取り扱い

○一部事務組合の取り扱い

○国民健康保険事業の取り扱い

○介護保険事業の取り扱い

情報公開関係の取り扱い

土地開発公社の取り扱い

窓口業務の取り扱い

健康増進事業の取り扱い

環境衛生関係の取り扱い

交通安全対策事業の取り扱い

学校教育関係事業の取り扱い

生涯教育関係事業の取り扱い

社会体育関係事業の取り扱い

20項目

５ 農林商工業振興施策の推進

（農林‥商工）

７ 生活環境基盤整備（ごみ焼却）

○議会の議員の定数および任期の取

り扱い

○地方税の取り扱い

○特別職の身分の取り扱い

○事務組織および機構の取り扱い

○使用料・手数料等の取り扱い

○公共的団体等の取り扱い

○補助金・交付金等の取り扱い

電算化システムの取り扱い

納税の取り扱い

窓口業務の取り扱い

各種福祉制度の取り扱い

（生活・児童・介護・協議会）

建設関係事業の取り扱い

水道事業の取り扱い

下水道事業の取り扱い

人権対策事業の取り扱い

報告書提出済

17項目

表１ 法定協議会における協議事項

１月５日設立式（勝浦町住民福祉センター）

「○」は基本項目、法で規定されている項目および、合併に伴う必要事項
「１」～「８」は、勝浦町で要望した重要項目

（月）

（火）

（水）

（金）

（火）

（水） （月） （火）（金）
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５

勝
浦
町
制

五
十
周
年
記
念
式
典

日

時

三
月
六
日

場

所

勝
浦
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

記
念
式
典
（
午
後
一
時
～
）

一

プ
ロ
ロ

ー
グ

横
瀬
小
学
校
金
管
バ
ン
ド
演
奏

二

開
式
の
こ
と
ば

三

式

辞

四

感
謝
状
及
び
表
彰
状
贈
呈

五

作
文
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者
表
彰

六

祝

辞

七

祝

電

披

露

八

被
表
彰
者
謝
辞

九

閉
式
の
こ
と
ば

作
文
コ
ン
ク
ー
ル
最
優
秀
作
品
朗
読

記
念
講
演
会

（
午
後
四
時
開
場
・
午
後
四
時
三
十
分
開
演
予
定
・
入
場
無
料
）

演

題

花
田
勝
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
「
夢
」

講

師

元
大
相
撲
横
綱
若
乃
花

花

田

勝

氏

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
：

昭
和
四
十
六
年
一
月
二
十
日

東
京
都
、
二
子
山
親
方

（
当
時

藤
島
親
方
）
の
長
男
と
し
て
誕
生
。

弟
、
貴
乃
花
と
と
も
に
十
七
歳
で
二
子
山
部
屋
（
当
時

藤
島
部
屋
）
に
入
門
。
勝
負
師
と
は
別
の
温
厚
な
性
格
で

「
お
兄
ち
ゃ
ん
」
の
愛
称
で
お
年
寄
り
か
ら
子
供
ま
で
幅
広

い
年
齢
層
に
愛
さ
れ
、
弟
と
と
も
に
「
若
貴
フ
ィ
ー
バ
ー
」

を
巻
き
起
こ
し
、
史
上
初
の
兄
弟
横
綱
と
し
て
角
界
の
人
気

を
支
え
て
き
ま
し
た
。

平
成
十
二
年
に
引
退
後
、
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選

手
と
し
て
Ｎ
Ｆ
Ｌ
入
り
を
目
指
し
て
、
オ
ン
ワ
ー
ド
ス
カ
イ

ラ
ー
ク
ス
な
ど
で
活
躍
後
、
現
在
、
ス
ポ
ー
ツ
キ
ャ
ス
タ
ー

タ
レ
ン
ト
、
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
と
し
て
活
躍
中
。

問
い
合
わ
せ
先

勝
浦
町
総
務
課

二

二
五
一
一

入
場
料
は
無
料

で
す
。

大
勢
の
皆
さ
ん

の
ご
来
場
を
お

待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

モ
ン
ス
タ
ー
ズ
・
イ
ン
ク
の

ス
タ
ッ
フ
が
贈
る

感
動
の
冒
険
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー

「
フ
ァ
イ
ン
デ
ィ
ン
グ

ニ
モ
」

日

時

三
月
五
日

第
一
回
目

午
後
零
時
三
十
分
～

第
二
回
目

午
後
二
時
三
十
分
～

場

所

勝
浦
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

入
場
料

無

料

主

催
勝
浦
町

教
育
委
員
会

問
い
合
わ
せ
先

勝
浦
町

教
育
委
員
会

二

二
五
一
五

子
ど
も
映
画
ま
つ
り

（日）

（土）



ひ
な
壇

ひ
な
壇

平
成
十
七
年
三
月
一
日
に
勝
浦
町
制
五
十
周
年
を
迎
え
ま
す

６

北
風
の
な
か
に
も
、
春
の
息
吹
を
感
じ
る
季

節
と
な
り
ま
し
た
。

日
本
に
春
を
呼
ぶ
「
ビ
ッ
グ
ひ
な
祭
り
」
も

全
国
的
な
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
今
年
で
第
十
七

回
目
を
迎
え
、
新
た
な
会
場
と
し
て
整
備
し
て

い
る
生
名
地
区
の
「
人
形
文
化
交
流
館
」
の
完

成
も
、
二
月
二
十
日
の
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て
最

終
段
階
に
入
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
人
形
文
化
交
流
館
は
、
ひ
な
祭
り
だ
け

で
な
く
、
多
目
的
な
機
能
、
施
設
を
整
備
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
そ
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

施
設
全
体
は
、
鉄
骨
造
り
一
部
二
階
ス
レ
ー

ト
葺
き
、
延
べ
面
積
は
約
二
千
四
百
㎡
で
、
出

入
口
は
北
側
に
な
り
ま
す
。

施
設
中
央
部
に
、
ア
ス
テ
ィ
と
く
し
ま
体
験

館
か
ら
移
設
し
た
人
形
浄
瑠
璃
舞
台
、
人
形
常

設
展
示
設
備
な
ど
整
備
し
、
「
勝
浦
座
」
の
活

動
拠
点
施
設
と
し
て
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

東
側
部
分
に
は
、
ビ
ッ
グ
ひ
な
祭
り
の
百
段

の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
状
の
ひ
な
壇
を
中
心
に
、
周
辺

に
は
約
三
百
段
の
ひ
な
壇
を
備
え
、
「
手
づ
く

り
ひ
な
」
を
始
め
、
「
古
今
ひ
な
」、
「
全
国
変

わ
り
ひ
な
」
な
ど
約
一
万
五
千
体
を
展
示
し
ま

す
。西

側
部
分
に
は
、
施
設
管
理
事
務
所
と
食
堂
、

売
店
、
休
憩
所
な
ど
を
設
置
し
ま
す
。
二
階
部

分
の
約
四
百
㎡
に
は
、「
恐
竜
化
石
資
料
館
」

と
し
て
、
大
型
恐
竜
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
や
恐
竜

関
係
の
資
料
、
化
石
や
化
石
関
係
の
資
料
を
展

示
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
工
場
跡
の
施
設
を
改
装
し
、

新
た
に
「
人
形
文
化
交
流
館
」
と
し
て
誕
生
し

ま
し
た
。
年
間
を
通
じ
て
イ
ベ
ン
ト
を
組
む
な

ど
、
勝
浦
町
が
目
指
す
「
都
市
と
農
村
の
交
流
」

の
拠
点
と
し
て
活
用
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

家
庭
で
飾
ら
な
く
な
っ
た
り
、
物
置
や
倉
庫

で
眠
っ
た
ま
ま
の
人
形
を
「
引
き
取
っ
て
ほ
し

い
、
供
養
し
て
ほ
し
い
」
と
言
う
声
が
毎
年
聞

か
れ
ま
す
が
、
ビ
ッ
グ
ひ
な
祭
り
実
行
委
員
会

で
は
、
次
の
日
程
で
ひ
な
人
形
を
預
か
り
供
養

し
ま
す
。

な
お
、
ひ
な
壇
は
持
ち
込
ま
な
い
で
く
だ
さ

い
。
各
家
庭
で
処
分
を
お
願
い
し
ま
す
。

＊
日

時

二
月
十
一
日

～
二
月
十
三
日

午
前
九
時
～
午
後
四
時

＊
場

所

勝
浦
町
大
字
生
名
字
月
の
瀬

人
形
文
化
交
流
館

＊
供
養
料

五
千
円

＊
連
絡
先

ビ
ッ
グ
ひ
な
祭
り
実
行
委
員
会

二

四
三
三
四

勝
浦
の
人
形
文
化
・
歴
史
の
殿
堂
に

「
人
形
文
化
交
流
館
」ひ

な
人
形
の
供
養
受
付

二
月
十
一
日
～
二
月
十
三
日

ひな壇
事務所

売
店 休憩所

売店

売
店

舞台

人
形
展
示
室

客席 ひ
な
壇

売店
ひな壇

ひな壇

ピラミッド

ひな壇（小）

ピラミッド

ひな壇（小）

ピラミッド

ひな壇（小）

ピラミッド

ひな壇（小）

ピラミッド

ひな壇（大）

非常口

主要出入口 便所

人形文化交流館 １階

（金）

（日）



平
成
十
七
年
三
月
一
日
に
勝
浦
町
制
五
十
周
年
を
迎
え
ま
す

７

全
国
一
の
「
ビ
ッ
グ
ひ
な
祭
り
」
の
人
形
一

万
五
千
体
の
飾
り
付
け
に
は
、
多
く
の
人
手
と

時
間
を
要
し
ま
す
。

毎
年
、
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
参
加
を
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
今
年
も
町
内
外
の
方
々

に
協
力
を
呼
び
か
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
多
数

の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

＊
日

時

二
月
十
一
日

～
二
月
十
八
日

午
前
九
時
～
午
後
四
時

＊
場

所

人
形
文
化
交
流
館

＊
食

事

昼
の
軽
食
、
湯
茶
を
準
備
し
ま
す
。

＊
連
絡
先

ビ
ッ
グ
ひ
な
祭
り
実
行
委
員
会

二

四
三
三
四

眉
山
・
阿
波
お
ど
り
会
館
で
の
「
春
の
先
取

り
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
イ
ベ
ン
ト
の
ひ
と
つ
と
し

て
、
阿
波
お
ど
り
会
館
と
徳
島
城
博
物
館
、
勝

浦
町
ビ
ッ
グ
ひ
な
祭
り
会
場
の
三
か
所
が
連
携

し
「
ス
タ
ン
プ
カ
ー
ド
」
を
作
成
。
各
施
設
、

会
場
に
「
記
念
ス
タ
ン
プ
」
が
置
い
て
あ
り
、

二
か
所
以
上
の
ス
タ
ン
プ
を
集
め
る
と
、
そ
れ

ぞ
れ
の
会
場
で
景
品
（
ひ
な
巡
り
賞
）
が
プ
レ

ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
す
。

開
催
期
間

二
月
十
九
日

～
三
月
八
日

午
前
九
時
～
午
後
四
時

記
念
ス
タ
ン
プ
に
押
印
で
き
る
人
は
、
各
施

設
の
入
場
券
を
購
入
し
、
入
場
さ
れ
た
方
の
み
で
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
お
願
い

人
形
の
飾
り
付
け
な
ど

徳
島
・
雛
め
ぐ
り
ウ
オ
ー
ク

楽
し
く
参
加
し
、
景
品
を
ゲ
ッ
ト

今回は、現在アメリカで急激に被害

が増加しており、日本でも被害の増加

が懸念される「フィッシング詐欺」を

紹介します。

フィッシング詐欺とは、実在の銀行・

クレジットカード会社やショッピング

サイトなどを装った電子メールに「個

人情報を再登録する必要がある」など

と個人情報である暗証番号やクレジッ

トカードの番号を入力するよう促す案

内文があります。そして、その銀行・

ショッピングサイトにそっくりな「罠

のサイト」に呼び込み、クレジットカー

ド番号やパスワードなどを入力させて

それを入手し、悪用するという手口で

す。

対応策としては、「送信者欄を信用

しない」、「メールに示された連絡先が

本物かどうか確認する」などが挙げら

れます。

お知らせ

「南部地区消費者の集い」が勝浦

町で開催されます。

日 時 ２月24日

10：00～14：00

場 所 勝浦町農村環境改善セン

ター

内 容 別紙折込チラシをご覧く

ださい。

消費者の豆知識⑫

フィッシング詐欺に
ご注意を

問い合わせ先

徳島県立消費生活センター

０８８－６２３－０６１１

勝浦町住民課

２－１５０１

人形資料室

恐竜化石研究室

木製ベンチ

展
示
棚

展示ケース

恐竜展示室

展
示
棚

展示棚

人形文化交流館 ２階

（火）

（金）

（土）

（木）

（金）



平
成
十
七
年
三
月
一
日
に
勝
浦
町
制
五
十
周
年
を
迎
え
ま
す

８

中山間地域等直接支払制度における
多面的機能の増進活動の紹介⑪

今
回
は

｢

役
割
分
担
意
識｣

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

女
性
の
能
力
や
適
正
に
対
す
る
偏
っ
た
見
方
や

｢

男
は
仕
事
・
女
は

家
庭｣

と
い
っ
た
男
女
の
役
割
を
固
定
的
に
と
ら
え
る
考
え
方
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
を

｢

固
定
的
性
別
役
割
分
担
意
識｣

と
い
い
ま
す
。

ミ
キ
ち
ゃ
ん
と
お
父
さ
ん
の
会
話
で
す
。
ち
ょ
っ
と
聞
い
て
み
ま
し
ょ

う
。

ミ

キ

｢

マ
マ
も
外
で
働
い
て
い
る
ん
だ
か
ら
パ
パ
も
少
し
は
家
の

こ
と
手
伝
っ
て
よ｣

パ

パ

｢

料
理
や
洗
濯
は
女
の
仕
事
だ
よ｣

ミ

キ

｢

友
だ
ち
の
お
父
さ
ん
は
、
手
伝
っ
て
る
よ｣

パ

パ

｢

う
ち
に
は
う
ち
の
や
り
方
が
あ
る
ん
だ
。
パ
パ
に
文
句
言

う
前
に
、
お
前
が
や
れ
ば
い
い
だ
ろ
う
。
料
理
の
一
つ
も
で

き
な
か
っ
た
ら
恥
ず
か
し
い
ぞ｣

ミ

キ

｢

自
分
に
都
合
の
い
い
こ
と
ば
か
り
言
っ
て｣

こ
の
よ
う
に
役
割
を
性
別
に
よ
っ
て
決
め

つ
け
る
よ
う
な
見
方
、
考
え
方
は
、
女
性
が

主
体
的
に
自
ら
の
人
生
を
選
び
、
い
き
い
き

と
輝
い
て
生
き
る
上
で
妨
げ
と
な
る
も
の
で

す
。
ま
た
、
男
性
に
と
っ
て
も
職
業
生
活
と

家
庭
生
活
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
人
間
ら
し

い
生
活
を
送
る
上
で
障
害
と
な
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
、
も
う
一
度
、
自
分
の
言
動
を
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

勝
浦
町
住
民
課

二

一
五
〇
一

シリーズ

中山間

横 瀬 前 川

みかんの廃園を利用して、約15年前から桜の

木を150本植え管理を続けています。そこから

の景色は、町内を見下ろせる高台で、春には辺

り一面花盛りで、家族連れやグループ連れでに

ぎわっています。

中 角 西

地域文化を維持するため太鼓を修繕し、子ど

もたちへだんじりの伝承活動を行っています。

急傾斜（㎡） 緩傾斜（㎡） 交付金（円）

田

畑 71,088 720

計 71,088 720 820,032

代 表 者 中 村 悟
協定参加者 18人

急傾斜（㎡） 緩傾斜（㎡） 交付金（円）

田

畑 81,082

計 81,082 932,443

代 表 者 長 田 喜 廣
協定参加者 12人

桜の木および周辺の管理状況

だんじりの伝承状況

男
女
共
同
参
画
社
会
を目

指
し
て
⑯



平
成
十
七
年
三
月
一
日
に
勝
浦
町
制
五
十
周
年
を
迎
え
ま
す

９

勝
浦
地
方
分
会
長
表
彰

小
松
島
警
察
署
長
感
謝
状

徳
島
県
知
事
表
彰

日
本
消
防
協
会
長
表
彰

精

績

章

精

績

章

功

績

章

徳
島
県
消
防
協
会
長
表
彰

一
月
九
日

、
勝
浦
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、

新
春
を
飾
る
恒
例
の
平
成
十
七
年
勝
浦
町
消
防

出
初
式
が
勇
壮
か
つ
厳
粛
に
開
催
さ
れ
、
永
き

に
わ
た
り
消
防
活
動
に
貢
献
さ
れ
た
方
々
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
終
了
後
、
星
谷
橋
下
流
河
川
敷
に
お
い

て
十
分
団
一
斉
の
放
水
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

消
防
の
使
命
で
あ
る
町
民
の
生
命
と
財
産
を

災
害
か
ら
守
り
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
消
防
活

動
を
お
願
い
し
ま
す
。

平
成
十
七
年

消
防
関
係
被
表
彰
者

（
敬
称
略
）

本

団

副
団
長

新

居

福

夫

第
三
分
団

団

員

山

西

培

夫

第
五
分
団

団

員

前

田

健

志

第
九
分
団

団

員

山

丸

敦

嗣

第
三
分
団

団

員

藤

田

実

第
四
分
団

分
団
長

倉

越

修

第
四
分
団

副
分
団
長

定

作

誉

之

第
六
分
団

団

員

増

田

孝

作

第
七
分
団

団

員

多

田

憲

一

第
二
分
団

団

員

橋

本

修

始

第
六
分
団

団

員

河

野

洋

一

第
九
分
団

団

員

徳

政

栄

宣

第
一
分
団

副
分
団
長

岩

城

文

夫

第
二
分
団

団

員

押

栗

宏

佳

第
三
分
団

団

員

岡

本

勤

矢

第
四
分
団

団

員

前

田

治

第
五
分
団

分
団
長

溝

内

靖

第
六
分
団

班

長

大

西

慶

吾

第
七
分
団

分
団
長

富

本

浩

之

第
七
分
団

団

員

尾

花

裕

史

第
七
分
団

団

員

谷

誠

二

第
七
分
団

団

員

尾

山

佳

宏

第
七
分
団

団

員

岩

本

好

史

第
七
分
団

団

員

尾

花

寛

之

第
八
分
団

団

員

中

根

義

廣

第
九
分
団

団

員

斎

藤

弘

機

動

隊

隊

長

海

川

好

史

第
一
分
団

団

員

澤

野

肇

第
一
分
団

団

員

美

馬

義

卓

第
一
分
団

団

員

杉

本

道

泰

第
二
分
団

団

員

酒

井

義

弘

第
三
分
団

班

長

西

山

善

裕

第
三
分
団

団

員

橋

本

隆

博

第
三
分
団

団

員

藤

本

佳

孝

第
四
分
団

団

員

北

内

敏

光

第
五
分
団

班

長

瀧

正

行

第
六
分
団

団

員

髙

井

紀

明

第
七
分
団

団

員

仲

田

浩

之

第
八
分
団

団

員

中

山

勝

第
八
分
団

団

員

森

脇

芳

男

第
九
分
団

班

長

上

田

哲

也

第
九
分
団

団

員

野

神

智

機

動

隊

副
隊
長

後

藤

信

之

第
一
分
団

前
分
団
長

新

居

正

志

第
一
分
団

前
団
員

中

尾

博

昭

第
二
分
団

元
副
分
団
長

池

田

知

由

第
二
分
団

元
班
長

中

岡

由

光

第
三
分
団

元
分
団
長

若

英

成

第
三
分
団

元
副
分
団
長

定

作

嘉

昭

第
四
分
団

元
分
団
長

尾

崎

宏

第
四
分
団

元
副
分
団
長

溝

内

輝

幸

第
五
分
団

元
分
団
長

市

原

義

昭

第
五
分
団

元
分
団
長

野

上

稔

彦

第
五
分
団

前
団
員

河

村

修

第
六
分
団

前
団
員

大
久
保

孝

浩

第
六
分
団

前
団
員

山

村

裕

一

第
八
分
団

元
分
団
長

岡

田

孝

志

第
九
分
団

前
団
員

大

岡

秀

明

第
九
分
団

前
団
員

毎

木

章

浩

機

動

隊

前
隊
長

和

夫

勝
浦
町
消
防
団
長
表
彰

勝
浦
町
消
防
団
長
感
謝
状

消防精神の高揚を図り
災害予防に努めます 消

防
出
初
式

挙
行
！

（日）



平
成
十
七
年
三
月
一
日
に
勝
浦
町
制
五
十
周
年
を
迎
え
ま
す

新春の阿波路を駆け抜ける徳島駅伝が、１月４日

から６日までの３日間行われました。

今大会は、12位からの順位アップを目標に掲げて

きましたが、主力選手の相次ぐ故障などにより、例

年にも増して、厳しい戦いとなりました。

そのような苦しい状況のなか、男女中高生のがん

ばり、女子選手の粘り強い走り、そして、エース級

選手の安定した走りにより、最下位転落の危機を脱

出し、総合12位となりました。

今大会に際しましてご尽力くださいました後援会

の皆さんをはじめ、沿道各所でご声援くださいまし

た町民の皆さんに厚くお礼を申し上げます。

ありがとうございました。

今大会において大会長から町内の次の選手役員が

表彰を受けました。 （敬称略 順不同）

勝浦郡チーム

押 栗 佑 香 藤 木 千恵美

また、郡陸協後援会長、団長から次の町内選手に

各賞が贈られました。 （敬称略 順不同）

藤 木 浩 史

押 栗 佑 香 宮 田 蘭 中 村 真 弓

福 田 涼 田 中 理 佳

山 平 和 也

努 力 賞

永年表彰

勝浦郡最優秀選手賞

勝浦郡優秀選手賞

勝浦郡新人選手賞

勝浦郡選手団団長特別表彰

国
際
交
流
大
賞

特

別

賞

国
際
交
流
大
賞
、
特
別
賞
を
受
賞
さ
れ
た
方
を
発
表
し
ま
す
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨年12月19日、勝浦中央商店街の皆さんが中心とな

り「募金ぜんざい」と題して、ぜんざいを販売し、そ

の売り上げを募金する活動が行われました。

この日の売り上げ１万８千２百円と寄付金を合わせ

た５万８千２百円が、新潟県中越地震の被災地へと送

られました。

勝浦中央商店街の方は、「皆さんの気持ちのこもっ

たお金が役立てられると思います。本当にありがとう

ございました」と感謝の気持ちを語ってくれました。

「募金ぜんざい」新潟へ

第51回徳島駅伝

第
九
回
新
春
夢
く
ら
べ
書
道
展

成

績

表

小
学
校
一
年

青

木

か
お
り

中
学
校
一
年

林

由
香
里

高
校
二
年

梯

彩

乃

一

般手

水

貞

吉

小
学
校
一
年
の
部

阿
波
銀
行
勝
浦
支
店
長
賞

お

か

み
な
み

小
学
校
二
年
の
部

徳
島
銀
行
勝
浦
支
店
長
賞

福

徳

結

花

小
学
校
三
年
の
部

東
と
く
し
ま
農
協
勝
浦
支
所
長
賞

大

本

彩

夏

小
学
校
四
年
の
部

勝
浦
郵
便
局
長
賞

徳

政

彩

佳

小
学
校
五
年
の
部

勝
浦
町
社
会
福
祉
協
議
会

会
長
賞岡

葉

月

小
学
校
六
年
の
部

勝
浦
町
小
学
校
校
長
会

会
長
賞坂

部

美

希

中
学
校
一
年
の
部

阿
波
勝
浦
井
戸
端
塾

理
事
長
賞

野

上

恭

未

中
学
校
二
年
の
部

勝
浦
町
社
会
活
動

青
少
年
育
成
会
会
長
賞

田

中

美

里

中
学
校
三
年
の
部

勝
浦
郡
中
学
校
校
長
会

会
長
賞小

西

結

貴

高
校
一
年
の
部

勝
浦
町
教
育
長
賞

野

上

真

高
校
二
年
の
部

勝
浦
会
館
長
賞

押

栗

亜

美

一
般
の
部

田
中
文
林
堂
賞

湯

浅

弘

子

大
宮
八
幡
神
社
賞

一

般福

井

房

江

ほ
か

優
秀
賞

五
一
人

入

選

六
七
人

10
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まちかど散歩みち

故 遠藤 武氏に従五位

平成16年10月31日に死去された棚野の遠藤武氏(元生比奈小学校長)に

対し、従５位が贈られました。

遠藤氏は、37年間という長年に渡り教育者として地域と連携し、児童・

生徒の育成や学習指導方法の研究に専念してこられました。

また、退職後は社会教育委員や文

化財保護委員長などを務め、勝浦町

の社会教育振興にも尽力され、多大

の貢献をされました。

この度の叙位に敬意を表し、謹ん

でご冥福をお祈りいたします。

地区対抗バスケットボール大会が１月17日から勝浦中

学校体育館において、男子６チームが参加し開催されま

した。

大会序盤から、僅差の試合が多い展開となりました。

男子決勝戦は、生名対沼江・石原・山西掛が対戦。試

合は、最後まで両チーム譲らず、同点で決着は着きませ

んでした。

大会規定により、フリー

スローでの決定戦となり、

最後は沼江・石原・山西掛

がフリースローを見事に成

功させ、大会史上まれにみ

る白熱の決勝戦を制しまし

た。

優勝、おめでとうござい

ます。

結果は次のとおりです。

生

名

星

谷

Ｂ

横

瀬

沼
江
・
石
原

山

西

掛

棚

野

星

谷

Ａ

沼江・石原・山西掛

地区対抗

バスケットボール大会

故 遠 藤 武 氏

こ
の
た
び
、
国
民
健
康
保
険
勝
浦
病
院
に
青

色
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド
の
開
発
・
商
品
化
で
知
ら

れ
る
日
亜
化
学
工
業
（
本
社
・
阿
南
市
）
の
創

業
者
、
故
小
川
信
雄
氏
の
夫
人
孝
子
さ
ん
か
ら

訪
問
診
療
車
二
台
や
超
音
波
装
置
な
ど
医
療
機

器
（
千
三
百
万
円
相
当
）
の
寄
付
を
頂
き
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
徳
島
県
下
は
も
と
よ
り
全
国
的

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
さ
れ
て
い
る
杉
山
文

子
さ
ん
の
紹
介
に
よ
る
も
の
で
す
。

病
院
で
は
、
一
月
十
九
日
に
町
長
は
じ
め
町

議
会
議
長
や
院
長
・
病
院
関
係
者
が
出
席
の
も

と
贈
呈
式
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
席
で
町
長
か

ら
感
謝
状
を
贈
り
、
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。

院
長
は
「
超
音
波
装
置
は
、
在
宅
で
療
養
し

て
い
る
患
者
さ
ん
の
往
診
時
に
活
用
で
き
、
患

者
サ
ー
ビ
ス
に
繋
が
る
。
大
切
に
使
っ
て
い
き

た
い
」
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

勝
浦
病
院
に
福
祉
車
両
を
頂
く

11



情 報 ア ラ カ ル ト

平
成
十
七
年
三
月
一
日
に
勝
浦
町
制
五
十
周
年
を
迎
え
ま
す

12

講

演
「
自
分
の
可
能
性
を
信
じ
ろ
」

～
弁
護
士
は
元
暴
走
族
・
偏
差
値

三
十
八
か
ら
の
挑
戦
～

講

師

弁
護
士

金

浩
之
先
生

日

時

二
月
十
六
日

午
前
十
時
五
十
分
～

午
後
零
時
二
十
分

場

所

徳
島
県
立
勝
浦
高
等
学
校
体
育
館

入
場
料

無

料

主

催

徳
島
県
立
勝
浦
高
等
学
校

問
い
合
わ
せ
先

徳
島
県
立
勝
浦
高
等
学
校

二

二
五
二
六

日

時

三
月
五
日

開

場

午
後
五
時
三
十
分

開

演

午
後
六
時
～

場

所

勝
浦
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

主

催

勝
浦
町
教
育
委
員
会

勝
浦
町
文
化
協
会

町
民
の
皆
さ
ん
の
芸
能
文
化
の
振
興
を
図

る
と
と
も
に
、
生
涯
学
習
の
発
表
の
場
と
し

て
、
勝
浦
町
芸
能
大
会
を
開
催
し
ま
す
。
多

数
の
方
が
ご
来
場
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
ご

案
内
し
ま
す
。

な
お
、
先
着
百
人
の
方
に
粗
品
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
す
。

勝
浦
町
教
育
委
員
会

二

二
五
一
五

「
し
ゃ
べ
り
場
と
く
し
ま
」
と
題
し
た
知

事
と
の
意
見
交
換
会
が
次
の
と
お
り
開
催
さ

れ
ま
す
。

日

時

二
月
十
一
日

午
後
二
時
～
午
後
四
時

場

所

佐
那
河
内
村
役
場
三
階
ホ
ー
ル

参
加
対
象
者

勝
浦
郡
、
名
東
郡
、
名
西
郡

に
お
住
ま
い
の
方

申
し
込
み

申
込
不
要

問
い
合
わ
せ
先

県
秘
書
課
広
報
広
聴
担
当

〇
八
八

六
二
一

二
〇
二
一

第
十
一
回
県
立
美
術
館
の
「
移
動
展
」
が

勝
浦
町
で
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、
仕
事
や
家

事
の
合
間
に
ち
ょ
っ
と
立
ち
寄
っ
て
み
ま
せ

ん
か
。

ピ
カ
ソ
の
作
品
を
は
じ
め
、
本
物
の
作
品

に
ふ
れ
て
み
る
絶
好
の
機
会
で
す
。

期

間

二
月
十
六
日

～

二
月
二
十
一
日

の
毎
日

時

間

午
前
九
時
～
午
後
五
時

場

所

勝
浦
町
住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

三
階
ホ
ー
ル

入
場
料

無

料

主

催

徳
島
県
立
近
代
美
術
館

勝
浦
町

勝
浦
町
教
育
委
員
会

協

賛

徳
島
県
立
二
十
一
世
紀
館

後

援

上
勝
町
教
育
委
員
会
・
徳
島
新
聞

社
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
徳
島
放
送
局
・
四
国
放
送
・
エ

フ
エ
ム
徳
島
・
徳
島
県
文
化
協
会

展
示
内
容

ピ
カ
ソ
・
マ
テ
ィ
ス
・
伊
原
宇

三
郎
・
池
田
満
寿
夫
な
ど
絵
画
・
彫
刻
・
版

画
約
五
十
点

関
連
事
業

・
展
示
解
説
（
期
間
中
の
土
・
日
曜
日
午
後

二
時
～
午
後
二
時
四
十
五
分
）

展
示
案
内
（
随
時
）

・
こ
ど
も
鑑
賞
ク
ラ
ブ
「
君
こ
そ
ア
ー
ト
の

名
探
偵
」
（
小
学
生
対
象

十
九
日

午

後
三
時
～
午
後
三
時
四
十
五
分
）

い
ず
れ
も
参
加
無
料
、
申
し
込
み
不
要
で

す
。

・
学
校
向
け
団
体
解
説

・
文
化
の
森
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
展
示

問
い
合
わ
せ
先

勝
浦
町
教
育
委
員
会

二

二
五
一
五

今
年
も
町
内
外
の
有
志
や
保
育
園
児
に
よ

る
「
野
山
に
遊
ぶ
お
ひ
な
様
」
等
、
楽
し
い

ひ
な
飾
り
が
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日

時

二
月
二
十
日

～
三
月
六
日

午
前
九
時
～
午
後
四
時

場

所

ふ
れ
あ
い
の
里
さ
か
も
と(

体
育
館)

問
い
合
わ
せ
先

ふ
れ
あ
い
の
里
さ
か
も
と

四

二
一
一
〇

勝
浦
高
校
公
開
講
演
会

イ
ベ
ン
ト

第
二
十
回
勝
浦
町
芸
能
大
会

知
事
と
一
緒
に
し
ゃ
べ
り
場
と
く
し
ま

～
県
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
オ

ン
リ
ー
ワ
ン
徳
島
を

～

第
十
一
回
県
立
美
術
館
の

「
移
動
展
」

第
四
回
お
ひ
な
祭
の
奥
座
敷

（月）

（金）
（土）

（日）

（水）

（水）

（土）（日）
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臨
時
職
員
の
登
録
者
募
集

募

集

勝
浦
町
役
場
で
は
、
事
務
が
煩
雑
化
す
る

時
期
に
臨
時
職
員
を
雇
用
す
る
た
め
に
、
次

の
と
お
り
臨
時
職
員
登
録
者
を
募
集
し
ま
す
。

職

種

一
般
事
務(

パ
ソ
コ
ン
経
験
者)

保
育
士
・
看
護
師
・
看
護
師
助
手

・
調
理
員
等
等

募
集
期
間

三
月
一
日

～
三
月
十
五
日

（
土
・
日
除
く
）

書
類
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
先

勝
浦
町
総
務
課

二

二
五
一
一

小
・
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
が
い
る
家
庭

で
、
次
に
該
当
す
る
場
合
、
給
食
費
等
の
助

成
が
受
け
ら
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

受
給
資
格

前
年
度
ま
た
は
当
該
年
度
に

一

生
活
保
護
が
停
止
ま
た
は
廃
止
と
な
っ
た
。

二

町
民
税
の
減
免
を
受
け
た
か
、
非
課
税

と
な
っ
て
い
る
。

三

国
民
年
金
の
掛
金
ま
た
は
国
民
健
康
保

険
税
の
減
免
を
受
け
た
。

四

児
童
扶
養
手
当
が
支
給
さ
れ
て
い
る
。

五

職
業
安
定
法
に
基
づ
き
、
日
雇
労
働
者

を
希
望
し
、
求
職
申
し
込
み
を
し
て
い
る
。

六

世
帯
全
体
の
収
入
が
一
定
額
以
下
で
あ
る
。

申
請
書
提
出
期
間

四
月
一
日

～
四
月
二
十
日

（
土
・
日
除
く
）

※
な
お
、
申
請
書
の
様
式
等
詳
細
に
つ
い
て
は

勝
浦
町
教
育
委
員
会
事
務
局
（

二

二
五
一
五
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間

四
月
一
日

～
四
月
二
十
日

（
土
・
日
除
く
）

貸
付
予
定
者

高
校
生
・
徳
島
医
療
福
祉
専
門
学
校
生

大
学
生
（
人
数
に
つ
い
て
は
予
算
の
範
囲
内
）

貸
付
金
等
の
額

奨
学
金

高
校
生

月
額
二
万
円
以
内

徳
島
医
療
福
祉
専
門
学
校
生

月
額
三
万
円
以
内

大
学
生

月
額
三
万
円
以
内

入
学
準
備
金

徳
島
医
療
福
祉
専
門
学
校
生
・
大
学
生

入
学
時
に
四
十
万
円
以
内

応
募
の
た
め
に
必
要
な
書
類

一

奨
学
金
貸
付
願
書

二

出
身
学
校
長
の
推
薦
書

三

家
族
全
員
の
所
得
証
明
書

四

町
内
に
住
所
を
有
す
る
方
の
子
で
あ

る
こ
と
の
証
明
書

（
住
民
票
ま
た
は
戸
籍
抄
本
等
）

五

在
学
証
明
書
ま
た
は
入
学
許
可
書
の
写
し

※

そ
の
他
所
得
等
に
よ
る
規
程
も
あ
り
ま
す

の
で
、
書
類
の
様
式
等
応
募
方
法
に
つ
い
て

は
、
勝
浦
町
教
育
委
員
会
事
務
局
（

二

二

五
一
五
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

町
営
住
宅
に
空
き
室
が
出
来
ま
し
た
の
で

入
居
者
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

★

申
込
受
付
期
間

二
月
一
日

か
ら
二
月
十
五
日

ま
で
の
間

※

申
込
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
（
二
月
二
十

二
日

予
定
）
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

★

入
居
申
込
先

勝
浦
町
住
民
課

（
所
定
の
用
紙
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
）

★

募
集
住
宅
名

☆

古
川
住
宅
（
横
瀬
）

一
戸
分

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
階
建
て
三
Ｄ
Ｋ

★

共
通
募
集
資
格

一

町
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
場
所
を
有
す

る
方
。
ま
た
、
現
在
町
外
に
住
ん
で
い

る
方
で
あ
っ
て
も
入
居
決
定
後
本
町
に

住
所
を
移
し
引
き
続
き
生
活
を
さ
れ
る
方
。

二

収
入
が
定
め
ら
れ
た
基
準
内
に
あ
る
こ
と

（
入
居
者
全
員
の
所
得
が
月
額
二
十
万
円
以
下
）

三

単
身
者
の
方
は
入
居
で
き
ま
せ
ん
。

四

家
賃
お
よ
び
敷
金
を
支
払
い
す
る
能
力

を
有
す
る
方
。

五

入
居
者
に
は
、
二
人
の
連
帯
保
証
人
が

必
要
で
す
。

六

犬
猫
等
他
の
入
居
者
に
迷
惑
に
な
る
ペ
ッ

ト
の
飼
育
を
禁
止
し
ま
す
。

★

家

賃

一

家
賃
は
、
入
居
者
全
員
の
所
得
額
に
よ

り
異
な
り
ま
す
。

二

敷
金
は
、
入
居
時
の
家
賃
額
の
三
月
分

が
必
要
で
す
。

三

そ
の
他
、
共
益
費
と
し
て
毎
月
三
千
円

を
家
賃
に
加
算
し
ま
す
。

★

入
居
の
時
期

三
月
一
日

予
定

★

そ
の
他

選
考
に
つ
い
て
は
、
勝
浦
町

町
営
住
宅
設
置
及
び
管
理
条
例
の
規
定
に
よ
る
。

問
い
合
わ
せ
先

勝
浦
町
住
民
課

二

一
五
〇
一

申
込
先

勝
浦
町
住
民
課

申
込
受
付
期
間

ニ
月
十
日

～
三
月
三
十
一
日

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

申
込
書

別
紙
折
込
チ
ラ
シ

加
入
申
込
書
を
切
り
取
り
、
加
入
者
氏
名

等
を
記
入
し
押
印
の
上
、
保
険
料
を
添
え
て

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

保
険
期
間

平
成
十
七
年
四
月
一
日
～
一
年
間

保
険
料

一
口

四
百
八
十
円

（
一
人
ニ
口
ま
で
加
入
可
）

そ
の
他

平
成
十
七
年
四
月
一
日
現
在
保
育
所
入
所

予
定
の
乳
幼
児
お
よ
び
小
・
中
学
生
に
つ
い

て
は
、
町
が
一
口
分
の
み
半
額
負
担
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

勝
浦
町
住
民
課

ニ

一
五
〇
一

町
民
交
通
傷
害
保
険

平
成
十
七
年
度

就
学
援
助
制
度

平
成
十
七
年
度

勝
浦
町
育
英
奨
学
金
貸
付
金

に
つ
い
て

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

提
出
書
類

履
歴
書
（
市
販
の
も
の
）

（火）

（金）

（火）

（水）

（水）

（金）

（火）

（火）

（火）

（火）

（木）

（木）
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勝
浦
町
福
祉
課
へ
届
け
出
が
必
要
で
す
。

持
参
す
る
も
の

健
康
保
険
証
・
老
人
保
健
医
療
受

給
者
証
・
印
鑑

問
い
合
わ
せ
先

勝
浦
町
福
祉
課

二

一
五
〇
二

育
児
相
談
事
業

生
比
奈
保
育
所
で
乳
幼
児
に
関
す
る
育
児

相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
相
談
時
間
は
、
午

前
九
時
か
ら
午
後
四
時
（
平
日
）
ま
で
で
す
。

電
話
相
談
も
受
け
つ
け
て
い
ま
す
。

わ
ん
ぱ
く
教
室

時

間

午
前
九
時
四
十
五
分
～

午
前
十
一
時
十
五
分

場

所

生
比
奈
保
育
所
（
リ
ズ
ム
室
・
園
庭
）

対
象
者

〇
歳
～
五
歳
児

家
庭
で
保
育
さ
れ
て
い
る
子
ど
も
と
保
護
者

問
い
合
わ
せ
先

生
比
奈
保
育
所

二

三
〇
七
七

原
付
自
転
車
や
自
動
二
輪
、
軽
自
動
車
な

ど
に
か
か
る
軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
四
月
一

日
現
在
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

廃
車
や
名
義
変
更
の
届
出
を
し
て
い
な
い

人
、
ま
た
住
所
を
変
更
さ
れ
た
人
は
、
三
月

三
十
一
日
ま
で
に
次
の
窓
口
で
確
実
に
手
続

き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
原
動
機
付
自
転
車

（
一
二
五
㏄
以
下
の
バ
イ
ク
）

・
小
型
特
殊
自
動
車

勝
浦
町
税
務
課

二

一
五
〇
三

・
二
輪
の
小
型
自
動
車

（
一
二
五
㏄
以
上
の
オ
ー
ト
バ
イ
）

四
国
運
輸
局
徳
島
運
輸
支
局

〇
八
八

六
四
一

四
八
一
二

・
軽
自
動
車

徳
島
県
軽
自
動
車
協
会

〇
八
八

六
四
一

二
〇
一
〇

ま
た
、
小
型
特
殊
自
動
車
（
農
耕
作
業
用

ト
ラ
ク
タ
ー
、
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
等
）
も
公

道
を
走
る
場
合
に
は
、
軽
自
動
車
税
の
対
象

と
な
り
ま
す
の
で
登
録
が
必
要
で
す
。
ナ
ン

バ
ー
プ
レ
ー
ト
が
な
け
れ
ば
公
道
を
走
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

勝
浦
町
税
務
課

二

一
五
〇
三

一

建
設
工
事
指
名
競
争
入
札
参
加
資
格
審

査
申
請
書

一
式

（
申
請
書
は
勝
浦
町
建
設
課
に
あ
り
ま
す
。

一
部
三
百
円
）

二

添
付
書
類

・
身
分
証
明
書
・
納
税
証
明
書

・
印
鑑
証
明
書
・
労
働
保
険
加
入
証
明
書（
写
）

・
建
設
業
退
職
金
共
済
組
合
加
入
、
履
行
証
明
書（
写
）

・
建
設
業
労
働
災
害
防
止
協
会
加
入
証
明
書（
写
）

・
任
意
労
災
制
度
加
入
証
明
書
ま
た
は
振
込

み
通
知
書（
写
）

・
登
記
簿
謄
本
（
法
人
）

・
代
表
者
の
世
帯
全
員
の
住
民
票

・
経
営
事
項
審
査
結
果
通
知
書（
写
）

・
建
設
業
許
可
通
知
書（
写
）

三

受
付
期
間

三
月
一
日

～
三
月
三
十
一
日

（
期
間

厳
守
）※
土
・
日
・
祝
日
を
除
き
ま
す
。

四

受
付
場
所

勝
浦
町
建
設
課

五

有
効
期
間

平
成
十
七
年
度

問
い
合
わ
せ
先

勝
浦
町
建
設
課

二

一
五
〇
六

※

た
だ
し
、
町
外
建
設
業
者
は
、
平
成
九
年

度
を
最
初
の
期
間
と
す
る
隔
年
ご
と
の
申
請

と
な
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
建
設
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

二

添
付
書
類

・
身
分
証
明
書
・
損
益
計
算
書

・
貸
借
対
照
表
・
納
税
証
明
書

・
印
鑑
証
明
書
・
登
記
簿
謄
本
（
法
人
）

・
営
業
証
明
書
（
個
人
）
・
使
用
印
鑑
届

・
特
約
店
ま
た
は
代
理
店
の
証
明
書
（
写
）

・
営
業
に
関
す
る
許
可
、
認
可
等
の
証
明
書（
写
）

三

受
付
期
間

三
月
一
日

～
三
月
三
十
一
日

（
期
間
厳

守
）
※
土
・
日
・
祝
日
を
除
き
ま
す
。

四

受
付
場
所

勝
浦
町
総
務
課

五

有
効
期
間

平
成
十
七
、
十
八
年
度

問
い
合
わ
せ
先

勝
浦
町
総
務
課

二

二
五
一
一

廃
車
・
名
義
変
更
は

お
済
み
で
す
か
？

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

か
ら
の
お
知
ら
せ

★
二
月
の
わ
ん
ぱ
く
教
室
予
定

２月16日 ２月９日 ２月２日

★
園
庭
開
放

★
室
内
外
で
好
き
な
遊
び
を
す
る
。

★
保
健
師
に
よ
る
身
体
測
定

★
二
月
生
お
誕
生
会

★
わ
ん
ぱ
く
だ
よ
り
配
布

★
室
内
外
で
好
き
な
遊
び
を
す
る
。

★
み
ん
な
で
簡
単
な
ゲ
ー
ム
を
し

よ
う
。

建
築
・
土
木
工
事
等
指
名
競
争

入
札
参
加
審
査
申
請
書
の
受
け
付
け

建
築
・
土
木
工
事

そ
の
他
の
物
品
等

お
知
ら
せ

健
康
保
険
証
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合

老
人
保
健
に
つ
い
て

一

指
名
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
書

経
歴
書

一
式
（
県
の
様
式
に
準
ず
る
）

（水）

（火）

（水）（水）

（木）

（火）

（木）
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学生納付特例制度

―― 申請をお忘れなく！――

20歳になると学生でも国民年金への加

入が義務付けられています。

しかし、学生は一般的には収入が少な

く、経済的負担を考慮した「学生納付特

例制度」が設けられています。

この制度は「特例制度の申請をし、承

認されると、20歳以上の学生で、本人の

前年所得が一定金額以下であれば国民年

金の保険料納付が卒業まで猶予される」

というものです。

この特例制度は、毎年度申請が必要です。

既に申請されたことがある学生は、５月末

までに在学証明書または学生証・年金手帳・

印鑑をご持参の上、勝浦町役場窓口で申請

してください。

ご注意いただきたいのは、学生納付特例

を受けた期間は、老齢基礎年金を受給する

ための資格期間には含まれますが、受け取

る年金額の計算には算入されません。10年

以内であれば追納することができます。

学生納付特例を受けている人は、在学中

事故や病気で障害が残ってしまった場合、

障害基礎年金を受給することができますが

特例制度の申請をせず、保険料を未納にし

た場合は、障害基礎年金を受給することが

できません。

万一のときのためにも必ず申請しましょ

う。

問い合わせ先

勝浦町住民課年金担当
２－１５０１

徳島南社会保険事務所
088 652 3111

国民年金だより

ご注意ください

年度当初の５月末までに申請を！

万一のときに備えて

日 時 ２月７日 、14日 、21

８：30～19：00

場 所 徳島南社会保険事務所

持参物 年金手帳

時間延長年金相談

日 時 ２月19日

９：30～16：00

場 所 徳島南社会保険事務所

持参物 年金手帳

休日年金相談

国民年金保険料学生納付特例申請は

毎年必要です

（月）

（土）

（月）（月）
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住
民
税
・
所
得
税
の
確
定
申
告
は
、
自
ら

の
正
し
い
記
帳
に
基
づ
い
て
一
年
間
の
所
得

を
計
算
し
適
正
な
申
告
と
納
税
を
し
て
い
た

だ
く
「
申
告
納
税
制
度
」
を
採
っ
て
い
ま
す
。

申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に
期
限

ま
で
に
申
告
を
し
な
か
っ
た
り
、
誤
っ
た
申

告
を
し
た
り
す
る
と
、
本
税
の
ほ
か
に
加
算

税
や
延
滞
税
が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
期
限
内
に
正
し
く
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

一

一
般
の
人
の
場
合

平
成
十
六
年
中
に
事
業
所
得
（
農
業
・

商
業
等
）
、
不
動
産
所
得
、
雑
所
得

（
年
金
等
）、
お
よ
び
譲
渡
所
得
（
土
地

等
を
売
っ
た
場
合
）
な
ど
の
所
得
が
あ

る
人

二

給
与
所
得
者
の
場
合

給
与
所
得
者
の
内
、
年
末
調
整
を
行
っ

た
人
は
、
そ
の
年
の
納
税
が
完
了
し
て

い
ま
す
の
で
、
ほ
と
ん
ど
の
人
は
申
告

を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
次
の
よ

う
な
人
は
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

〇

給
与
の
収
入
金
額
が
二
千
万
円
を
超
え
る

人
〇

給
与
を
二
か
所
以
上
か
ら
受
け
て
い
る
人

〇

給
与
以
外
の
所
得
が
あ
る
人

な
お
、
申
告
を
し
な
く
て
も
よ
い
給
与
所

得
者
で
も
、
次
の
よ
う
な
と
き
に
源
泉
徴
収

税
額
が
あ
る
と
、
申
告
に
よ
り
還
付
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
本
人
や
家
族
の
医
療
費
を
十
万
円
を
超
え

て
支
払
っ
た
と
き

・
住
宅
ロ
ー
ン
に
よ
り
住
宅
を
新
築
・
購
入

し
た
と
き

・
年
の
途
中
で
退
職
し
、
再
就
職
し
な
か
っ

た
た
め
に
年
末
調
整
を
受
け
な
か
っ
た
と

きい
ず
れ
の
場
合
に
も
、
一
定
の
要
件
や
決

め
ら
れ
た
書
類
の
添
付
が
必
要
で
す
。

三

国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
場

合

一

税
務
署
か
ら
送
付
さ
れ
た
申
告
書
を
お

持
ち
の
方
は
、
そ
の
「
申
告
書
」

二

給
与
所
得
の
あ
る
方
は
「
給
与
支
払
報

告
書
」

三

医
療
費
控
除
を
受
け
ら
れ
る
方
は
「
医

療
費
の
領
収
書
お
よ
び
保
険
等
で
補
て

ん
さ
れ
た
金
額
の
明
細
書
」

四

生
命
保
険
・
損
害
保
険
料
の
証
明
書

五

そ
の
他
「
印
鑑
」「
会
計
帳
簿
」「
収
支

の
わ
か
る
書
類
」

※

所
得
が
な
い
方
で
も
申
告
が
必
要
で
す
。

申
告
を
さ
れ
て
い
な
い
と
、
保
険
税
の
減

額
に
該
当
し
て
も
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

日
程
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

徳
島
税
務
署
の
確
定
申
告

期

間

二
月
一
日

～
三
月
十
五
日

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
。
た
だ
し
、
二

月
二
十
日

お
よ
び
二
月
二
十
七
日

の

日
曜
日
に
限
り
、
確
定
申
告
の
相
談
・
申

告
書
の
受
付
を
行
い
ま
す
）

場

所

ア
ス
テ
ィ
と
く
し
ま

受
付
時
間

午
前
九
時
～
午
後
四
時

※

こ
の
期
間
、
徳
島
税
務
署
で
は
、
確
定

申
告
会
場
を
設
け
て
お
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

徳
島
税
務
署

〇
八
八

六
二
二

四
一
三
一

税
務
相
談
室
（
徳
島
分
室
）

〇
八
八

六
二
五

一
九
三
三

勝
浦
町
税
務
課

二

一
五
〇
三

税
務
課
だ
よ
り

住
民
税
・
所
得
税
の

確
定
申
告
は
正
し
く
期
限
内
に

申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

月 日 対象地区 会 場

２月16日 石原・沼江 石原集会所

17日 山西・掛谷 ＪＡ東とくしま生比奈支所

18日 今 山 今山集会所

21日 黒 岩 勝浦会館

22日 中 角 勝浦町農村婦人の家

23日 星 谷 星谷集会所

24日 生 名 勝浦町役場

25日 久 国 勝浦町役場

28日 棚野・立川 勝浦町役場

３月１日 中 山 中山集会所

３日 横 瀬 勝浦町農村環境改善センター

４日 横 瀬 勝浦町農村環境改善センター

７日 与 川 内 勝浦町農村環境改善センター

８日 坂 本 坂本集会所

９日 坂 本 坂本集会所

11日 全 町 勝浦町役場

14日 全 町 勝浦町役場

15日 全 町 勝浦町役場

※受付時間：午前９時～午後４時まで

注）本年は申告受付時の混雑緩和のため、横瀬地区を二日間に、
割当てましたのでご注意ください。
また、２月20日 、27日 にアスティとくしまにおいても
申告受付を行なっています。ご利用ください。

平成17年度 住民税の所得申告および
所得税確定申告受付会場

申
告
に
必
要
な
も
の

（火）

（日）

（日）

（日）
（火）

（日）

（月）
（火）

（水）
（木）
（金）

（月）
（火）

（水）
（木）
（金）

（木）
（金）

（月）
（火）

（水）

（月）
（火）

（金）
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２月 ガラスびん収集日程表

収集日 地 区 設 置 場 所

第
二
火
曜
日

（８日）

石 原

沼 江

掛 谷

山 西

中 角

石 原 ご み フ ェ ン ス 横

沼江コミュニティーセンター前

掛 谷 集 会 所 前

山西集会所横の自転車置場付近

農 村 婦 人 の 家

第
三
火
曜
日

（15日）

今 山

黒 岩

星 谷

中 山

旧今山橋北詰ごみフェンス横

運 動 場 入 口（小屋の横）

星谷橋北詰ごみフェンス横

中 山 集 会 所 前

第
四
火
曜
日

（22日）

生 名

久 国

棚 野

〃

〃

立 川

東 生 名 ご み フ ェ ン ス 横

久 国 集 会 所 前

河川敷のゲートボール場横

大 井 堰 碑 の 前

勝 浦 病 院 前 駐 車 場 横

前田さん宅前ごみフェンス横

三

月

一

日

横 瀬

〃

〃

〃

〃

〃

与川内

坂 本

〃

〃

〃

〃

横 瀬 集 会 所 前

小倉新平さん宅前三さ路

広 瀬 清 さ ん 宅 東

旧 Ｊ Ａ 跡 地

花 棚 信 一 さ ん 宅 東

中 田 歯 科 駐 車 場

旧 Ｊ Ａ 与 川 内 事 業 所 前

佐野さん宅前ごみフェンス横

田 村 さ ん 宅 前

久保の内ごみフェンス横

長福寺前ごみフェンス横

旧ＪＡ坂本出張所上ごみフェンス横

２月 あき缶（アルミ缶･スチール缶）収集日程表

収集日 地 区 設 置 場 所

第
一
月
曜
日

（７日）

石 原

沼 江

掛 谷

山 西

中 角

桜 建 設 事 務 所

沼江コミュニティーセンター前

掛 谷 集 会 所 前

ＪＡ生比奈支所保冷庫前
（果 樹 試 験 場 上 り 口）

馬 越 ご み フ ェ ン ス 横

第
二
月
曜
日

（14日）

今 山

黒 岩

星 谷

中 山

旧今山橋北詰ごみフェンス横

運 動 場 入 口（小屋の横）

星谷橋北詰ごみフェンス横

消 防 詰 所 横

第
三
月
曜
日

（21日）

生 名

〃

久 国

棚 野

〃

〃

東 林 庵 前

島 さ ん 宅 前

久 国 集 会 所 裏

河川敷のゲートボール場横

旧パチンコ店跡地前道路南側

大 井 堰 碑 の 前

第

四

月

曜

日

（28日）

横 瀬

〃

〃

〃

〃

〃

与川内

坂 本

〃

横 瀬 集 会 所 前

小倉新平さん宅前三さ路

広 瀬 清 さ ん 宅 東

旧 Ｊ Ａ 跡 地

花 棚 信 一 さ ん 宅 東

中 田 歯 科 駐 車 場

旧 Ｊ Ａ 与 川 内 事 業 所 前

旧 Ｊ Ａ 坂 本 出 張 所 前

消 防 詰 所 横

ごみは正しく出して美しい町をつくりましょう

指
定
場
所
と
今
月
の
回
収
日

一
勝
浦
町
農
村
婦
人
の
家
敷
地
内

リ
サ
イ
ク
ル
保
管
庫
（
中
角
）

二
月
五
日

午
前
九
時
ま
で

二
勝
浦
町
民
体
育
館
裏
リ
サ
イ
ク
ル
保
管
庫
（
横
瀬
）

二
月
十
二
日

午
前
九
時
ま
で

回
収
日
の
五
日
前
か
ら
指
定
場
所
に
置
け
ま
す
。

そ
れ
ま
で
は
、
ご
家
庭
で
保
管
く
だ
さ
い
。

古
紙
の
分
別
方
法

一

段
ボ
ー
ル

二

新

聞

紙

チ
ラ
シ
が
入
っ
て
い
る
の
は
大
丈
夫
で
す
。

そ
れ
以
外
（
広
報
等
）
は
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

三

古

本
（
雑
誌
）

同
じ
種
類
の
本
に
分
け
て
く
だ
さ
い
。
厚
い
表
紙
は
破
っ

て
段
ボ
ー
ル
の
方
へ
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

※
段
ボ
ー
ル
、
新
聞
紙
、
古
本
（
雑
誌
）
は
そ
れ
ぞ
れ
ひ
も
で

縛
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

勝
浦
町
住
民
課

二

一
五
〇
一

※
登
録
し
て
い
る
犬
の
場
合
は
印
鑑
と
鑑
札
が
必
要
で
す
。

不
用
犬
の
引
き
取
り
日

●

二
月
九
日

●

二
月
二
十
三
日

古紙の回収にご協力を
ボランティアグループ

「勝浦を考える会」

（火）

（水）

（土）

（水）

（土）
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ド
イ
ツ
の
あ
る
病
院
の
一
室
で
僕

は
生
を
受
け
た
。
日
本
人
と
し
て
ま

た
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
人
と
し
て
。

僕
の
父
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
生

ま
れ
、
母
は
日
本
で
生
ま
れ
た
。
そ

う
、
僕
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
と
日
本

の
ハ
ー
フ
で
あ
り
な
が
ら
、
ド
イ
ツ

で
生
ま
れ
た
の
だ
。
父
は
勉
強
の
た

め
、
母
は
観
光
で
ド
イ
ツ
を
訪
れ
て

い
た
。

二
才
の
頃
、
僕
は
日
本
に
渡
り
、

母
の
実
家
、
岐
阜
に
滞
在
し
た
。
こ

う
し
て
僕
は
、
祖
父
母
の
所
で
日
本

語
を
覚
え
た
。

そ
れ
か
ら
三
年
後
、
僕
の
家
族
は

愛
知
県
に
引
っ
越
し
、
僕
は
幼
稚
園

に
入
園
し
た
。
日
本
語
に
は
何
ら
問

題
な
い
の
だ
が
、
や
は
り
外
見
は
外

国
人
の
た
め
、
ク
ラ
ス
の
子
は
珍
し

が
っ
て
見
て
く
る
だ
け
で
、
誰
も
遊

ぼ
う
と
は
し
て
く
れ
な
か
っ
た
。
両

親
が
二
人
と
も
日
本
人
だ
っ
た
ら
良

か
っ
た
の
に
。
そ
う
考
え
る
時
も
あ
っ

た
。
が
、
幼
稚
園
に
通
い
始
め
て
二

週
間
ほ
ど
た
っ
た
頃
、
新
し
い
入
園

生
が
や
っ
て
き
た
。
そ
の
子
と
僕
は

す
ぐ
に
仲
良
く
な
り
、
そ
れ
を
通
し

て
他
の
子
と
も
友
達
に
な
れ
た
。
し

か
し
、
同
じ
ク
ラ
ス
の
子
供
達
は
僕

を
日
本
人
と
し
て
受
け
と
め
て
く
れ

た
が
、
上
級
生
か
ら
は
、
「
ガ
イ
ジ

ン
」、「
ア
フ
リ
カ
ジ
ン
」
な
ど
と
か

ら
か
わ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
自
分

は
悪
く
な
い
の
に
。
自
分
は
日
本
人

な
の
に
。
そ
う
い
っ
た
気
持
ち
で
と

て
も
恐
か
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。

ち
ょ
っ
と
色
が
黒
い
か
ら
、
上
級
生

か
ら
は
い
つ
も
仲
間
は
ず
れ
に
さ
れ

た
。
そ
ん
な
僕
を
見
て
、
先
生
は
上

級
生
と
僕
を
呼
び
、
こ
う
お
っ
し
ゃ
っ

た
。

「
君
は
日
本
と
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の

二
つ
の
国
を
持
っ
て
い
て
、
う
ら
や

ま
し
い
ね
」

そ
の
次
の
日
か
ら
、
上
級
生
は
仲

間
に
入
れ
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ア
フ
ガ
ン
人
で
あ
る
父
は
、
外
国

人
だ
か
ら
と
い
う
偏
見
な
ど
は
持
た

れ
な
か
っ
た
と
い
う
。
何
故
か
と
聞

く
と
、
そ
れ
は
自
分
の
国
籍
に
誇
り

と
自
信
を
も
っ
て
他
人
に
接
し
て
い

た
事
と
、
周
り
が
そ
れ
を
受
け
と
め

て
い
た
か
ら
だ
そ
う
だ
。

そ
の
時
か
ら
僕
自
身
も
、
自
分
の

国
籍
に
対
し
て
自
信
を
抱
く
よ
う
に

な
っ
た
。

小
学
生
に
な
っ
て
も
、
イ
ジ
メ
や

か
ら
か
い
は
な
か
っ
た
。
小
学
校
で

の
僕
の
国
籍
は
む
し
ろ
個
性
と
い
え

る
も
の
だ
っ
た
。
四
年
生
に
な
る
と

父
の
転
勤
が
決
ま
り
、
横
浜
に
引
っ

越
す
こ
と
に
な
っ
た
。
横
浜
の
小
学

校
で
も
イ
ジ
メ
や
偏
見
は
な
か
っ
た
。

同
じ
日
本
人
と
し
て
、
共
に
遊
び
、

共
に
笑
う
こ
と
は
、
と
て
も
幸
せ
だ

と
感
じ
た
。
今
で
も
そ
の
友
達
と
遊

ぶ
こ
と
が
時
々
あ
る
。
友
達
が
僕
の

こ
と
を
理
解
し
て
く
れ
た
結
果
だ
と

思
う
。

二
年
が
過
ぎ
、
中
学
校
に
入
学
し

て
か
ら
も
、
友
達
が
た
く
さ
ん
で
き

と
て
も
楽
し
い
一
学
期
を
過
ご
し
た
。

し
か
し
、
二
学
期
か
ら
ま
た
、
差
別

が
始
ま
っ
た
。
九
・
一
一
の
同
時
多

発
テ
ロ
以
来
、
他
の
ク
ラ
ス
の
僕
へ

向
け
る
目
が
変
わ
っ
た
。
僕
自
身
も

事
件
に
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
、
ま
た
、

い
ろ
い
ろ
と
心
の
中
で
考
え
た
こ
と

も
あ
っ
た
。
そ
の
矢
先
の
事
で
あ
る
。

廊
下
で
す
れ
ち
が
う
と
、
「
タ
リ
バ

ン
」、
「
ビ
ン
ラ
デ
ィ
ン
」
と
い
っ
た

よ
う
な
悪
口
を
言
わ
れ
る
。
自
分
が

彼
ら
に
何
か
を
し
た
わ
け
で
も
な
く

何
故
そ
ん
な
こ
と
を
言
わ
れ
な
く
て

は
い
け
な
い
の
か
と
、
不
思
議
で
あ

り
、
恐
怖
で
あ
っ
た
。
僕
は
日
に
日

に
無
口
に
な
っ
て
い
っ
た
。
悪
口
は

ど
ん
ど
ん
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て
い
っ

た
。
と
う
と
う
耐
え
き
れ
な
く
な
り

先
生
に
相
談
し
た
。
次
の
日
か
ら
悪

口
や
陰
口
は
止
ま
っ
た
。
今
で
は
い

い
友
達
が
た
く
さ
ん
い
る
。
皆
僕
を

日
本
人
と
認
め
て
く
れ
た
仲
間
だ
。

幼
稚
園
の
先
生
の
言
葉
と
、
周
り

の
友
達
、
中
学
校
の
先
生
の
お
か
げ

で
、
今
の
自
分
の
自
信
が
あ
る
と
思

う
。
ア
フ
ガ
ン
人
で
あ
り
、
日
本
人

で
あ
る
自
分
の
個
性
を
大
切
に
で
き

た
の
は
、
そ
う
い
っ
た
人
達
の
理
解

が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
思
う
。

人
種
差
別
が
あ
る
か
ぎ
り
、
世
界

は
平
和
に
な
ら
な
い
と
僕
は
思
う
。

法
務
省
人
権
擁
護
局
・
全
国
人
権
擁
護

委
員
連
合
会

第
23
回
全
国
中
学
生
人

権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
作
文
集
よ
り

国籍は個性に



平
成
十
七
年
三
月
一
日
に
勝
浦
町
制
五
十
周
年
を
迎
え
ま
す

19

冬
至
待
つ
南
瓜
は
納
屋
の
籠
の
中

初
雪
や
頬
に
き
び
し
き
風
の
打
つ

坂
本

美

馬

直

枝

思
出
を
句
集
残
す
文
庫
哉

金
策
に
西
や
東
と
年
の
暮

横
瀬

西

蔭

義

人

鹿
背
山
の
風
を
ま
と
も
に
初
荷
積
む

雪
催
う
紅
引
く
だ
け
の
行
商
女

三
渓

中

林

祥

子

鞍
馬
に
も
登
っ
て
降
り
る
秋
日
和

歩
く
こ
と
好
き
な
仲
間
の
紅
葉
狩

横
瀬

日
下
智
世
子

梅
咲
き
て
初
う
ぐ
い
す
の
声
き
か
ず

む
す
め
か
ら
今
年
も
元
気
で
い
て
と
年
賀
状

棚
野

北
島
ア
サ
ノ

パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
着
地
は
何
處
よ
三
日
晴
れ

追
わ
わ
わ
れ
ば
追
わ
る
る
ま
ま
よ
蝿
の
冬

生
名

石

田

白

萩

信
号
灯
包
み
て
青
き
雪
降
れ
り

冬
椿
岬
の
汐
風
ま
だ
固
く

生
名

丸

山

香

月

古
都
の
旅
和
服
着
て
行
く
冬
も
み
じ

境
内
や
子
供
力
士
の
息
し
ろ
し

星
谷

上

岡

久

子

朝
飯
の
紅
梅
干
や
花
霞
み

接
待
婦
鶯
餅
や
草
餅
を

中
角

岡
本
ハ
ツ
エ

初
詣
で
玉
砂
利
光
る
奉
燈
明
り

子
も
孫
も
曽
孫
に
引
か
れ
初
詣
で

掛
谷

駒
津
こ
つ
ゆ

大
根
引
く
足
ら
ぬ
力
を
母
を
呼
ぶ

上
り
来
て
今
正
面
に
初
日
の
出

沼
江

中
井
清
二
郎

願
い
事
枕
の
下
に
夢
始
め

故
郷
の
山
河
変
ら
じ
初
詣

坂
本

板

東

征

二

残
命
も
わ
ず
か
と
思
う
初
湯
か
な

樽
酒
の
木
香
汲
み
交
わ
し
初
詣

坂
本

新

居

晋

健
や
か
な
幸
せ
感
じ
初
湯
か
な

祝
い
酒
受
け
て
ほ
ん
の
り
初
詣

坂
本

椋

井

輝

子

初
詣
過
去
は
過
去
と
し
余
生
ゆ
く

二
〇
〇
五
個
柚
子
浮
か
べ
た
る
大
初
湯

坂
本

仙
才
ヨ
シ
子

老
い
て
な
お
拍か

し

手わ
で

ひ
び
か
せ
初
詣

お
ぞ
ま
し
き
去こ

年ぞ

を
流
し
て
初
湯
か
な

坂
本

仙

才

清

吉
祥
の
初
夢
念
じ
寝
酒
か
な

巫み

女こ

達
の
薄
き
粧

よ
そ
ほ

ひ
初
詣

坂
本

新

居

雄

彦

初
詣
御
神
酒
の
冷
え
に
畏

か
し
こ

ま
る

拝
殿
の
鈴
よ
く
響
き
初
詣

坂
本

山

口

昭

市

原
句
の
ま
ま
掲
載
し
ま
し
た
。

こ
の
俳
句
欄
は
特
定
の
会
員
制

で
は
な
く
、
町
民
だ
れ
で
も
随
意

に
投
句
で
き
ま
す
。
ま
た
作
品
に

優
劣
や
順
位
を
つ
け
た
り
、
添
削

等
も
一
切
し
ま
せ
ん
。
多
数
投
句

し
て
く
だ
さ
い
。

わ
た
し
の
作
品

次
回
作
品
募
集

二
月
一
日
締
め
切
り

短
歌
一
人
一
首

三
月
一
日
締
め
切
り

川
柳
一
人
二
句

あ
て
先

横
瀬

中
田
ヤ
ス
ヱ

映
画
・
テ
レ
ビ
で
大
反
響
を
呼
ん
だ

作
品
「
極
道
の
妻
た
ち
」
「
代
議
士
の

妻
た
ち
」
の
作
者
と
し
て
有
名
な
作
家

で
あ
り
、
ま
た
現
在
多
数
の
テ
レ
ビ
出

演
で
も
活
躍
中
の
家
田
荘
子
さ
ん
を
お

招
き
し
、
「
一
緒
に
生
き
て
行
こ
う
」

と
題
し
て
、
次
の
と
お
り
講
演
会
を
開

催
し
ま
す
。

小
学
校
時
代
、
い
じ
め
ら
れ
た
経
験
を
持
つ
家
田
荘
子
さ
ん
は
、
フ
リ
ー

ラ
イ
タ
ー
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
光
の
当
た
っ
て
い
な
か
っ
た
世
界
や
人
々
に

ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、
取
材
し
続
け
て
い
ま
す
。
「
普
通
が
一
番
。
違
っ
て
い

る
と
差
別
し
た
り
、
切
り
捨
て
た
り
す
る
の
は
、
も
う
や
め
よ
う
（
家
田
荘

子
）」
と
訴
え
、
全
国
各
地
で
講
演
会
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
行
っ
て
い
ま
す
。

映
画
の
登
場
人
物
他
、
本
に
書
け
な
か
っ
た
裏
話
を
交
え
な
が
ら
、
命
の

大
切
さ
を
熱
く
語
っ
て
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
多
数
の
方
の
ご
来

場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日

時

二
月
二
十
日

午
後
一
時
三
十
分
～
（
正
午
開
場
）

場

所

勝
浦
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

入
場
料

無

料

先
着
百
五
十
人
の
方
に
記
念
品
を
さ
し
あ
げ
ま
す
。

主

催

勝
浦
町
教
育
委
員
会

勝
浦
町
人
権
啓
発
推
進
協
議
会

問
い
合
わ
せ
先

勝
浦
町
教
育
委
員
会

二

二
五
一
五

当
日
、
会
場
に
生
比
奈
・
横
瀬
小
学
校
や
勝
浦
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
さ

ん
に
よ
る
人
権
ポ
ス
タ
ー
優
秀
作
品
百
点
を
掲
示
し
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

家
田
荘
子
さ
ん
講
演
会

勝
浦
町
人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
ご
案
内

2005

（日）
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国保と医療費

高額療養費制度について

70歳以上の人が、同じ月内に、病院などで次の表

の限度額を超えて一部負担金を支払ったときは、申

請により超えた分が支給されます。

高額療養費
（老人保健では高額医療費）

の支給 （70歳以上の人） ＊一定以上所得者が、12か月間に４回以上世帯の限度額を超えて支

給を受ける場合は、４回目から世帯の限度額が40,200円に引き下

げられます。

★入院の場合、１か月に医療機関に支払う費用は世帯ごとの限度額

までとなります。

★入院中の食事代や差額ベットなどは支給の対象外です。

● 一定以上所得者とは

課税所得（各種控除後）が

年額124万円以上の人、およ

び同じ世帯の対象者（対象

者の年収が合計637万円未満

（対象者１人では450万円未

満）の場合は、申請により

１割負担となります）

● 低所得Ⅱとは ＊

世帯主および世帯全員が住民税非課税の人

● 低所得Ⅰとは ＊

世帯主および世帯全員が住民税非

課税かつ各種収入等から必要経費・

控除を差し引いた所得が０円とな

る世帯に属する人

入院および
世帯ごとの限度額

外来の限度額
（個人ごとに計算）

一定以上

所 得 者
40,200円

72,300円
＋ 〔（実際にかかった医療費

－361,500円）×１％〕

（40,200円）＊

一 般 12,000円 40,200円

低
所
得

Ⅱ
8,000円

24,600円

Ⅰ 15,000円

＊国保で医療を受ける人の場合は国保加入者全員

高額療養費の支給（70歳未満の人）

医療費の自己負担が高額になったとき、申請すれば

限度額を超えた分が払い戻されます。

一人の人が、月内に、一つの医療機関に支払っ

た自己負担額が右下表の限度額を超えたとき

一世帯で、月内に各医療機関に支払った自己

負担額が21,000円以上の場合が複数あったとき

12か月間に高額療養費の支給を４回以上受け

る世帯

１

２

３

自己負担限度額（月額）
４回目から

の限度額

住民税

課税世帯

上 位

所得者

139,800円
さらに、実際の医療費が466,000円を超えた場合は、超えた分の１％の額を加算します。

77,700円

上 位
所得者
以外の人

72,300円
さらに、実際の医療費が241,000円を超えた場合は、超えた分の１％の額を加算します。

40,200円

住民税非課税世帯等 35,400円 24,600円

★上位所得者とは、基礎控除後の総所得金額等が670万円を超える世帯の人です。ただし、所得の申告がない場合は上位所得者とみなされます。

問い合わせ先 勝浦町税務課 ２－1503

計算上の注意
●１か月（月の１日から末日まで）ごとに計算

●同じ医療機関でも入院と外来、医科と歯科は

別々に計算

●差額ベット代、入院中の食事代などは対象外

限度額を超えた分が

払い戻されます。

合計して

限度額を超えた分が
払い戻されます。

４回目からは

限度額が引き下げられます。
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勝
浦
町
で
は
、
在
宅
で
寝
た
き
り
の
人
等
お
よ
び
介

護
す
る
家
族
の
人
を
対
象
に
、
疾
病
の
予
防
や
早
期
発

見
を
目
的
と
し
た
健
診
を
、
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

受
診
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
二
月
七
日

ま
で
に
、
勝

浦
町
福
祉
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

１

健
診
実
施
期
間

二
月
十
六
日

～
三
月
二
日

の
水
曜
日
の

午
後

２

対

象

者

在
宅
で
寝
た
き
り
の
人
お
よ
び
介
護
す
る

家
族
の
人
（
た
だ
し
、
町
が
実
施
す
る
総
合

健
診
や
国
保
の
人
間
ド
ッ
ク
を
平
成
十
六
年

四
月
以
降
に
受
診
し
て
い
な
い
人
）

３

実
施
方
法

勝
浦
病
院
の
医
師
お
よ
び
看
護
師
が
、
家

庭
を
訪
問
し
て
基
本
健
康
診
査
を
実
施
し
ま

す
。

４

健
診
内
容

血
圧
測
定
、
尿
検
査
、
血
液
検
査
、
心
電

図
な
ど

５

健

診

料

無
料

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

勝
浦
町
福
祉
課

二

一
五
〇
二

日 曜 内 容 受 付 時 間 場 所 対 象 者 持参するもの等

４ 金 １歳６か月児健康診査 13:00 農村環境改善
セ ン タ ー

平成15年５月１日～８月
31日までに生まれた子

母子健康手帳
問 診 票

８ 火

健 康 相 談 ９:00～10:00 今山ふれあい
交 流 館 住 民 健 康 手 帳

介 護 教 室 10:00～11:00

健 康 相 談 13:30～14:30 坂本集会所 住 民 健 康 手 帳

９ 水 デイケア たんぽぽの会 13:30～15:30 農村環境改善
セ ン タ ー 会 員 エ プ ロ ン

15 火 股 関 節 脱 臼 検 診 13:30 勝 浦 病 院 平成16年９月１日～12月
31日までに生まれた子 母子健康手帳

16 水 健 康 相 談 10:00～11:30 勝 浦 会 館 住 民 健 康 手 帳

17 木
健 康 相 談 ９:00～10:00

中山集会所 住 民 健 康 手 帳
運 動 教 室 10:00～11:00

18 金 １ 歳 児 健 康 診 査 13:30～14:30 農村環境改善
セ ン タ ー

平成15年11月１日～平成16年
４月30日までに生まれた子 母子健康手帳

19 土 男 の 料 理 教 室 14:00～ 農村環境改善
セ ン タ ー 会 員 エ プ ロ ン

21 月
食生活改善推進員研修会

「地産地消栄養教室」
10:00～14:00 農村環境改善

セ ン タ ー 推 進 員 エ プ ロ ン

28 月 ツベルクリン反応検査 13:00～14:00 農村環境改善
セ ン タ ー

平成13年３月３日～平成
16年12月２日までに生ま
れた子で、ＢＣＧ接種を
受けていない子

母子健康手帳
予防接種手帳
予 診 票

３
月
２
日

水
ツベルクリン判定及び

Ｂ Ｃ Ｇ 接 種
13:30～14:30 農村環境改善

セ ン タ ー
２月28日にツベルクリン
反応検査を受けた子

母子健康手帳
予防接種手帳
予 診 票

の保健行事 <問い合わせ先 勝浦町福祉課保健師 2-1502〉

み ん な の 健 康

訪
問
健
康
診
査
お
よ
び

介
護
家
族
健
康
診
査
に
つ
い
て

（火）
（水）

（水）
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保 健 だ よ り

かつて「国民病」と言われた結核も医療や生活水準の向

上で、適切な治療をすれば完治する時代になりました。平

成15年結核発生動向調査によると、

１ 新規登録患者は４年続けて減少し、減少率

は鈍化しています。

新規登録患者数：31,638人

（前年度比 1,190人減）

罹患率：24.8％

２ 20歳代の罹患率は16.5％で前年度とほぼ変

わっていません。

３ 新規登録患者中の高齢者の割合は、４割を

超え、増加傾向にあります。

70歳以上の患者の占める割合は42.9％

４ 全国における罹患率の地域格差が大きい

大阪府（68.1％）

長野県（11.9％）

徳島県（25.1％） 全国 ワースト12位

５ 世界的にみて、日本は結核中進国となって

います。

新規登録患者は平成９年に逆転上昇し３年連続増加しました。

罹患率の推移には、人口の高齢化、高齢者中の高い既感染率

若年者での低い既感染率、糖尿病等の発病危険因子の増加、

都市部での増加傾向、施設内感染の増加、外国人人口の増加

等の要因が考えられます。

わが国において、結核が高度にまん延していた時代におい

ては、定期の健康診断を幅広く実施することが、結核患者の

発見の効率的な方法でしたが、結核を取り巻く状況の変化を

受けて、定期の健康診断によって患者が発見される割合も低

下しており、効率かつ有効性の面から今回見直されることに

なりました。

そこで、平成17年４月からは高齢者、地域の実情を考慮し

て結核発病の危険性が高いとされる年齢層や発病すると二次

感染を起こしやすい職業に就労している者等の定期の健康診

断については、重点的な結核診断の実施を行い、65歳以上の

者は毎年定期健康診断として胸部レントゲンを受けることに

なります。

また、乳幼児を対象とした予防接種は、現在４歳未満の児

に対してツベルクリン反応検査を実施し、陰性者へＢＣＧ接

種を実施していましたが、ツベルクリン反応検査が廃止とな

り生後６か月未満の乳児を対象に直接ＢＣＧ接種をするよう

に改正されます。

そこで、本町では４歳未満の乳幼児を対象としたツベルク

リン反応検査を２月28日に、判定およびＢＣＧ接種を３月２

日に行います。対象年齢を過ぎると任意接種となりますので

体調に注意し、計画的に予防接種を勧めていき対象年齢内に

接種できるよう心がけてください。

Ｈ17年４月１日から結核予防事業が変わります

※接種時期を生後６か月未

満としたのはと「乳幼児

期の重症結核の予防には

早期の接種が重要」との

ことから、今回の改正と

なりました。

ＢＣＧ

平成17年３月31日まで

対 象 年 齢

４歳未満の児に対しツベリクリ

ン反応検査を実施し、陰性者に

対してＢＣＧ接種を行います。

ＢＣＧ 対 象 年 齢

平成17年４月１日から

生後６か月未満の児に対してツ

ベリクリン反応検査を廃止、直

接ＢＣＧ接種を行ないます。

改
正
前

改
正
後

４月１日 から

ＢＣＧの接種方法が変わります



平
成
十
七
年
三
月
一
日
に
勝
浦
町
制
五
十
周
年
を
迎
え
ま
す

23

新着図書の一部紹介

天馬、翔ける 上・下巻 安部竜太郎

ボーナス・トラック 越谷オサム

森がわたしを呼んでいる 赤 川 次 郎

鼠、江戸を疾る 赤 川 次 郎

ローマ人の物語 13 塩 野 七 生

剣客春秋－濡れぎぬー 鳥 羽 亮

工学部・水柿助教授の逡巡 森 博 嗣

窓際の死神 柴田よしき

山流し、さればこそ 諸 田 玲 子

日暮らし 上・下 宮部みゆき

コイノカオリ 角 田 光 代

ソナタの夜 永井するみ

７月24日通り 吉 田 修 一

巴御前 鈴木輝一郎

ハリーポッターとアズカバンの囚人

劇場版ポケモン 七夜の願い星

おどるポケモン ひみつ基地

かいけつゾロリ １～３

ブラザーベア

デイ・アフター・トゥモロー

レジェンド・オブ・メキシコ

ペイチェック 消された記憶

マスター・ｱﾝﾄﾞ・コマンダー

恋愛適齢期

ＭＵＳＡ－武士

トロイ

クリスマスに雪が降れば

新着ビデオ紹介

★
お
は
な
し
会

二
十
七
日

午
後
二
時
～

図
書
館
幼
児
室

★
県
立
図
書
館
協
力
巡
回
日

二
日
・
九
日
・
十
六
日
・
二
十
三
日

★
休
館
日

七
日
・
十
四
日
・
二
十
一
日
・

二
十
八
日

★
図
書
館
が
閉
っ
て
い
る
時
の
返
却

本
は
玄
関
横
の
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
に

入
れ
て
く
だ
さ
い
。

二
月
の
行
事

図書館だより

図 書 館 に 来 館

十
一
月
十
八
日
、
生
比
奈
小
学
校
二
年
生
二
十
人
が
図
書

館
利
用
方
法
と
郷
土
資
料
室
の
見
学
に
来
館
さ
れ
ま
し
た
。

二
年

岩
本
ま
り
な

図
書
か
ん
に
行
っ
た
ら
、
二
か
い

で
て
ん
じ
会
を
ひ
ら
い
て
い
ま
し
た
。

て
ん
じ
会
で
は
、
は
と
の
絵
や
つ
る

の
絵
の
か
け
じ
く
が
い
ろ
い
ろ
あ
り

ま
し
た
。
と
て
も
き
れ
い
で
し
た
。

む
か
し
の
も
の
も
あ
り
ま
し
た
。
一

か
い
の
図
書
し
つ
の
と
こ
ろ
に
行
っ

た
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
ビ
デ
オ
や
本
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
ビ
デ
オ
を

見
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
。
図
書

か
ん
り
よ
う
カ
ー
ド
も
く
れ
ま
し
た
。

う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
り
よ
う
カ
ー

ド
は
き
い
ろ
で
し
た
。
読
ん
で
み
た

い
本
を
か
り
ま
し
た
。
ビ
デ
オ
も
み

ま
し
た
。
お
も
し
ろ
か
っ
た
で
す
。

二
年

宮
本
あ
か
ね

図
書
か
ん
で
は
、
二
か
い
に
か
け

じ
く
や
は
ち
の
す
や
い
ろ
い
ろ
な
も

の
が
あ
り
ま
し
た
。
一
か
い
で
は
、

ピ
ン
グ
ー
の
ビ
デ
オ
と
ギ
ャ
ル
ズ
の

本
の
一
・
二
・
三
か
ん
を
か
り
て
、

図
書
か
ん
で
す
こ
し
読
み
ま
し
た
。

あ
と
は
、
家
か
学
校
で
読
む
こ
と
に

し
ま
し
た
。
ふ
く
ろ
が
な
か
っ
た
の

で
「
ふ
く
ろ
を
か
し
て
く
だ
さ
い
。」

と
言
っ
て
か
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

か
り
た
あ
と
に
、
グ
ル
グ
ル
の
本
と

『
花
子
さ
ん
が
き
た
』
を
す
こ
し
読
み

ま
し
た
。
と
て
も
こ
わ
か
っ
た
で
す
。

本
を
読
む
の
は
と
て
も
楽
し
い
と
思

い
ま
し
た
。

二
年

に
い
か
ず
ま

図
書
か
ん
の
二
か
い
に
は
、
い
ろ

い
ろ
な
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
ア
ン

モ
ナ
イ
ト
や
か
ぶ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

名
前
の
わ
か
ら
な
い
か
せ
き
も
あ
り

ま
し
た
。
小
ば
ん
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

も
あ
り
ま
し
た
。
ほ
ん
か
く
て
き
な

小
ば
ん
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
る
い
小

ば
ん
や
お
も
し
ろ
い
小
ば
ん
も
あ
り

ま
し
た
。
む
か
し
の
と
の
さ
ま
は
、

ど
の
く
ら
い
え
ら
い
か
知
り
た
い
と

思
い
ま
し
た
。
図
書
か
ん
で
い
っ
ぱ

い
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。
お
も
し
ろ
い
本
も
た
く
さ
あ
っ

た
の
で
、
本
も
た
く
さ
ん
読
み
ま
し

た
。
図
書
か
ん
は
と
て
も
楽
し
か
っ

た
で
す
。
ま
た
行
き
た
い
で
す
。

二
年

河

野

り

な

図
書
か
ん
の
二
か
い
に
、
む
か

し
の
も
の
が
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
し

た
。
ほ
ん
も
の
の
刀
が
あ
り
ま
し

た
。
図
書
し
つ
で
カ
ー
ド
を
く
れ

ま
し
た
。
本
を
四
さ
つ
か
り
ま
し

た
。
わ
た
し
は
本
を
読
む
の
が
大

す
き
で
す
。
図
書
か
ん
の
人
は
い

そ
が
し
そ
う
で
し
た
。
で
も
、
は

ん
こ
を
お
す
の
は
楽
し
そ
う
で
し

た
。
わ
た
し
も
お
し
て
み
た
い
な

と
思
い
ま
し
た
。
ご
ま
ち
ゃ
ん
の

ビ
デ
オ
を
見
ま
し
た
。
し
ゃ
べ
り

方
と
か
顔
が
と
っ
て
も
か
わ
い
か
っ

た
で
す
。
図
書
か
ん
に
行
け
て
よ

か
っ
た
で
す
。

（日）



平
成
十
七
年
三
月
一
日
に
勝
浦
町
制
五
十
周
年
を
迎
え
ま
す

24

日 時 場 所 備 考

心
配
ご
と
相
談

２月４日

２月10日

２月18日

２月25日

13:00～16:30

勝浦町住民福祉

センター１階

内 容

人権・行政・厚生

福祉

平日でも受付して
おりますので、お
気軽にお問い合わ
せください。

２－4652

交
通
事
故
相
談

２月25日

10:00～16:00

（受付時間
15:00まで）

小松島中央会館

小松島市松島町

5-6

08853-2-2030

相談員

小 倉 歓 一

問い合せ先

交通事故相談所

徳島県庁１階

088-621-3200

２月10日

10:00～15:00

勝浦町農村環境

改善センター

１階 相談室

持参するもの

年金手帳または

年金証書

各 種 相 談

教室名 実 施 日 時 間

踊 り
２ ９ 16

14:00～16:00
水 水 水

生け花
７ 21

19:30～21:30
月 月

大正琴
３ 10 18 木曜 13:00～15:00

金曜 19:00～21:00木 木 金

習 字
４ 18 25

19:00～21:00
金 金 金

◎大正琴は初心者コースもあります。

２月交流講座ご案内

近隣地域との交流事業として、今月も各種講座を次の

とおり開講します。

２月２日 湯 浅 医 院 ２－２００３

２月４日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

２月６日 上 勝 診 療 所 ４－５０１０

２月８日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

２月10日 山 西 医 院 ２－３０２７

２月12日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

２月14日 湯 浅 医 院 ２－２００３

２月16日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

２月18日 上 勝 診 療 所 ４－５０１０

２月20日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

２月22日 山 西 医 院 ２－３０２７

２月24日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

２月26日 湯 浅 医 院 ２－２００３

２月28日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

平日 午後６時～翌朝午前９時
休日 午後７時～翌朝午前９時

夜間救急当番表

まちのうごき
平成16年12月16日～平成17年１月15日（敬称略）

人 口（平成16年12月31日現在）

世帯数 2,115戸

男性 3,195人

女性 3,445人

計 6,640人

出生 男 ３人 女 ０人 計 ３人

死亡 男 ３人 女 ６人 計 ９人

転入 男 ２人 女 ２人 計 ４人

転出 男 13人 女 ４人 計 17人

菅 内 良 一 さん（坂本） 大 上 昭 さん（中角）

倉 橋 勝 次 さん（中山） 瀧 義 哲 さん（棚野）

早川美津夫 さん（久国）

以上の方から善意銀行に善意がよせられました。

ありがとうございました。

善意ありがとうございました

おくやみ申します

大字中角字前山 大 上 君 代（94歳）

大字棚野字都井谷 瀧 ハルヱ（87歳）

大字星谷字山下 坂 口 貞 雄（75歳）

大字久国字原 早 川 正（75歳）

大字三溪字三月田 倉 橋 藤 五（91歳）

大字三溪字定岡 中 瀨 英 夫（98歳）

大字沼江字山路 大久保初江（89歳）

お誕生おめでとう

大字星谷字宮原 ）國 清 憲 志
紀 子

長女 咲
さく

良
ら

三男 弘
ひろ

夢
む中 山 勝

美 紀）大字星谷字二ツ森谷

長男 大
たい

智
ち石 木 和 幸

素 子）大字沼江字夫婦松

（

（
大字星谷字宮原

〃

大字棚野字西久保

徳島市

堺 誠 也
久 米 睦 巳

本 平 和 伸
國 清 真 代

ご結婚おめでとう
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出
張
年
金
相
談

（木）
（金）

（金）
（金）

（金）

（木）

（月）

（火）

（水）
（金）

（土）

（日）

（木）

（月）

（火）

（水）
（金）

（土）

（日）

（木）




